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「PAUSE」ボタンを�にクリックして、その�「START」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 マルチメータの&�が(われた�、「SPOT」ボタンの

クリック,ちとなります。 「SPOT」ボタンをクリックする.にデータがExcelシートに12まれます。 この4「SPOT」ボタンをクリックする5わりに「スペース」キーを8し

ても:;の<=となります。 この「スポット��モード」では、「@B4C」のDには1,2,3...と「KLMN」がQVされます。

Xえば、[��\を1り]えながら、_々の[��\の��を(うbdにfgです。 「スポット��モード」をhiするためには、「STOP」ボタンをクリックします。

スポット��モードの����

����
デジタルハイテスタ

3237/3238/3239
��できる��

3237-01,3238-01,3239-01
3237,3238,3239は、 のopです。����

・データロガーとしての'�

*�された9::;で*�された<=のデータをリアルタイムにExcelシートに

JKみます。ST200,000UまでのデータがYZしてJりKめます。

・]�^_への'�

f��gをJりhえながら、<々のデータをExcelシートにJKみます。

��qをExcelへQVする4のstを&�します。 「uq」は、

「V」「A」 のstでのQVを��ファンクションにより または「Ω」

wyします。

��z{|で&�したGP-IBアドレスと:じ

qを&�します。

アドインをhiします。

��zからデータの12を��します。

「PAUSE」を�に8してから「START」を8す

とスポット��モードになります。

データの12を�4��します。もう��クリックすると12を

��します。

「PAUSE」�、 となり、ｸﾘｯｸする.にデータを1り2みます。��

スポットモードでは、データのサンプリングに��します。

サンプリング��を&�します。
��ファンクションを&�します。

��レンジをAUTO/MANUALで�]えます。

AUTOのﾁｪｯｸを¡すとレンジQV�テキスト

ボックスが£れますからレンジをキーボードか

らQVします。¤¥なqをQVする¦§はあ

りません。QVされたqに�M«い１つ¯の

レンジに&�されます。

サンプリングモードを&�します。

「FREE RUN」は、���もFREE RUN²³を´µします。

「パソコン」は、��4C.にパソコンが��zにトリガをº»しま

す。��zはHOLD²³になります。 「¡¾¿À」リアーパネル か

らのトリガによるサンプリングは+,ません。

データを12むÂÃをÄ�します。Åし、「ST

OP」ボタンでいつでも�Æできます。また、Èも

QVされていないときは、200,000ÂとÊËされ

ます。QVできるÌÍÂÃは、200,000Âです。

データを12む4CCÎをQVします。

ここでQVした4CとuÏの4CCÎではÐÑのÒÓがÔÕしま

す。ÈもQVがÖいbdやゼロがQVされたbdは、ÌÚでデー

タを1り2みます。QVできるÌÍ4Cは、3600Üです。

���は「ÝÞ」、ポーズ�は「àÞ」、á��

は「âÞ」となります。

��のトリガディレイ45を67します。

0:;は、=>または「 」を67します。

��?のアベレージンクBCをD�します。

クランプセンサのåæを&�します。

���は、データçèをéê

しないように、ウィンドウはîï

のように ð çèとなります。

スタートすると、ファンクション･��

レンジ･サンプリングÚ�を&�した

�、Ä�されたサンプリング4CC

Îで、Ä�されたサンプルÃのデー

タを12みます。¦§ならòó4ô

もóõすることもがきます。

Excelシートに12んだデータは、キーボードからQVしたデータと:じよう

に、Excelの÷øをg�して、ùï・ûü・ýþÿを��に(うことができます。

また、��にデータが12まれる��をExcelのグラフウィザードで&�して

おけば、データ12とグラフ�がリアルタイムに(えます。
※{アドインに��グラフùï÷øはありませんので、Excelのグラフウィザードを

��してùïしてください。

データの12をá�します。

{プログラムはExcel¯のアドインとして�ùします。

Excel¯から{アドインを��すると、Excelシート¯

に、このウインドウが£われます。ファンクション,��

レンジ,4CCÎ,12ÂÃÿを&�し「START」ボタ

ンをクリックするとデータの1り2みを��します。
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��qに�þ��を(います。 ����( )
��zのåæを&�します。



��
�� マルチメータ� の����( )

¡¾��zとはGP-IBでパソコンと�Lされている¦§があります。(îï)

¡¾��zからºられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、�Ãのデータのbd(Max10_)、データCはコンマで��られている¦§が

あります。

�)�ての��zとの�»を´�するものではありません。

もし、¡¾��zからデータを け1る4、クエリーコマンドを��にº»する¦§がある4、ここにº»する
クエリコマンドをQVします。ほとんどのbd、$DでOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド%&のものでしたら、î'のコマンドのどれかが��されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

¡¾��zのデータ »4にトリガが¦§な4、チェックをつけます。

¡¾��zのGP-IBアドレスを&�します。


り2んだデータに、î'�þを(った�、ExcelへQVします。

ExcelへのQVq = ( ��zデータ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへQVする�.をここにQVします。

$Dのbd、「¡¾��z」がQVされます。

�����に、��zにº»するコマンドがあるbdは、ここにQVします。 ファンクションやレンジ�]えのコマンド

をQVします。 �/は$Dです。

��zのデリミタを&�します。�/は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「3wコマンド」からトリガの45を67します。

�/は、「GET」の67をします。

「3wコマンド」を67したbdは、トリガコマンドをテキストボックスにQVします。

¡¾��zのデータに�þ��を(うときにチェックします。 �Ãのデータが »されたbdは、その�ての

データに、î'にQVした�þが(われます。

パソコン
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Excelシート¯のカーソルを9;・¯îに<�します。

Excelシート¯のカーソルを<�しデータ12��t>を@�します。

「START」ボタンをクリックするとカーソルt>からî4Aへデータを12みます。

データをQVする シートの�]えを(ないます。Excel

データにòó4ôをóõします。

ÌBのデータ124、��.DEÿのヘッダをóõします。

���� します。EのFG45をHI

データのQVとGにシートをスクロールします。

GP-IB ( )で�LしたHの��zからのデータを:4にIみ2みます。 îï��

QVした��JLを´MNびIみ2みを(ないます。

����の� 

��zからのデータに、�þ��を(います。

へのQVq ��q PÃ PÃExcel = (( - B ) * A

)�

¯'の「��q」は、「çèst」で&�したstに5]した�のqが��されます。

Xえば、çèstの&�が「 」に&�されていて、��qが だったbd「 」のqが�þに��されます。m 0.1A 100mA


